
 

 

 

 

 

 

 

 

秋田県労福協は、5月 26 日（木）にフォーラムアキタにおいて第 60 回定期総会を開催した。 

総会は、新型コロナウイルス感染防止のため、３年連続で特別な措置として代議員 

数を 15 人に調整し実施。羽澤副会長のあいさつに始まり、議長に連合秋田副会長 

の井上正克氏が選出された。 

才村会長より「コロナ禍での活動も３年、それに加えロシアのウクライナ侵攻 

『戦争』が始まり、弱い立場の人々にしわ寄せが大きくなる構図は変わらない。 

労働福祉の原点である【つながる・寄り添う・支え合う】活動が実践できるよう運動を進めてい

きたい。共助の輪を広げる活動を強化する事はもちろん、両輪として労働運動と労働者福祉運動     

が一体となって、貧困をなくし誰ひとり取り残さないとの決意で、寛容な社会の実現に向け役割を

果たしていかなければならない」と力強く述べた。その後、議事に入り 2021 年度活動・決算報告、 

2022 年度活動方針・予算（案）等が審議され、すべての議案が承認された。最後に才村会長による 

「団結ガンバロー！」で定期総会は終了した。 
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『一人ひとりが尊重される 多様性を認め合う 

社会をめざし みんなが輝く未来をつくろう！』 

4 月 29 日（金）働く者の祭典第９３回メーデー 

が県内各地で開催された。 

 秋田県中央メーデーは、コロナ感染対策を徹底 

し、エリアなかいち・にぎわい広場で開催された。 

パレードは実施されなかったが式典には、160 人

が参加した。 

2 月 14 日（月）～2月 25 日（金）第８回 

フードドライブキャンペーン運動を開催した。

皆様のご協力により 760 点・234 ㎏と多くの食料

品が集まりました。たくさんの支援物資ありが

とうございました。 

・頂いたが自分では使わない調味料・・・ 

・頂いた量が多すぎて困っている・・ 

・買ったのに使わずに眠っている・・・ 

・賞味期限はまだあるが食べない・・・ 

そんな時は、秋田労福協へ！ 

秋田労福協を通じフードバンク事業を

実施している団体へ寄贈します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

間もなく梅雨入り。秋田は 6月中旬頃と予想されています。 

なぜ漢字では『梅雨』と書くようになったのでしょうか？ 梅が熟す頃に降る恵みの雨であるこ

とから、『梅雨』と表記されるようになったとか、この時期は『毎』日のように雨が降ることか

ら、『梅』という字が当てられたなどの説もあるようです。天気が悪い日が多いと 

体調管理が難しく不調が続く事もあります。お風呂にゆっくり入り、温かい食事を 

取るなど自分を労わる時間にしてみて下さい。（G.N） 

編 集 後 記 
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